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令和2年1月～9月分実績

◎本会会員加入状況
39,501人　　　86.0 %
44,693口　　8,939万円

◎外部会員加入状況
6人　　　32千円

◎一時寄付状況
31件　　194万円

（内、自販機関係　49万円）
◎募金箱　　　　　　 37万円

高松宮記念基金に
ご協力ください

寄
贈

　

災
害
・
安
全
管
理
対
策
委

員
会
が
9
月
28
日
、
開
か
れ

た
。

　
【
審
議
事
項
】

①
災
害
救
援
活
動
規
則
に
基

づ
く
災
害
訓
練
の
計
画

　

令
和
2
年
度
以
降
の
訓
練

計
画
を
審
議
し
た
結
果
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
本
年
度

は
大
人
数
が
集
合
す
る
訓

練
・
研
修
会
は
控
え
、
来
年

度
に
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
病
院
・

福
祉
施
設
が
合
同
で
参
加
す

る
「
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
時
対
応

訓
練
」
を
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
再
来

年
度
に
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で

実
施
を
計
画
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。

　

そ
の
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
も
、
来
年
度
以
降
、
災

害
対
応
に
係
る
研
修
会
を
年

1
回
実
施
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。

②
災
害
対
策
連
絡
会
議
開
催

　

災
害
時
の
支
援
体
制
お
よ

び
災
害
対
応
者
間
の
連
携
の

強
化
を
目
的
と
し
た
「
災
害

対
策
連
絡
会
議
」
を
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　
【
協
議
事
項
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

の
評
価
を
得
て
、
そ
の
結
果

と
し
て
経
営
の
安
定
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

臨
時
委
員
2
人
を
加
え
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
岩
手
県
済
生
会

佐
藤
玲
子
殿　
　
　

50
万
円

（
百
楽
苑
へ
）

　
栃
木
県
済
生
会

周
治
美
重
子
殿　
　

46
万
円
、

食
料
品
（
6
万
円
相
当
）

（
宇
都
宮
乳
児
院
へ
）

　
埼
玉
県
済
生
会

梶
原
征
子
殿　

1
0
0
万
円

染
症
対
策
に
お
け
る
済
生
会

の
対
応
方
針

　

適
切
な
感
染
予
防
対
策
に

基
づ
く
医
療
の
提
供
に
よ
り
、

地
域
住
民
か
ら
安
全
・
安
心

I
T
投
資
で
5
点
の
提
言

現
状
調
査
結
果
と
併
せ
通
知

4
議
案
を
審
議

施
設
運
営
委
員
会

情
報
化
推
進
委
員
会

本
会
対
応
方
針
、年
内
に

ブ
ロ
ッ
ク
災
害
訓
練
は
延
期
へ
　

対
策
に
お
け
る
済
生
会
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
行

な
っ
た
。

　

11
月
に
予
定
し
て
い
る
次

回
委
員
会
で
も
継
続
し
て
協

議
し
、
年
内
で
の
対
応
方
針

の
取
り
ま
と
め
を
目
指
す
。

　
【
報
告
事
項
】

①
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害

に
お
け
る
本
会
施
設
の
被
災

状
況
と
救
援
活
動

（
事
業
推
進
課
）

　

済
生
会
の
各
病
院
が
取
り

組
ん
で
い
る
コ
ロ
ナ
対
策
や

課
題
な
ど
を
病
院
間
お
よ
び

本
部
事
務
局
で
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
係
る
情
報
交
換
会
」
が
、

9
月
9
日
、
11
日
に
続
き
W

e
b
会
議
で
開
催
。
9
月
24

日
午
前
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
18

人
、
同
日
午
後
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
18
人
の
病
院
長
が
参
加
し
、

院
内
で
の
対
策
、
課
題
を
報

告
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
患
者
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
受
診
控
え
者
が
増

加
し
、
休
棟
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
病
院
も
あ
り
、
経
営
悪

化
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
職
員
に
は
夏

期
賞
与
減
と
い
う
厳
し
い
状

況
が
生
じ
、
病
院
長
か
ら
は

冬
期
に
は
元
に
戻
し
た
い
と

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
、
と

の
報
告
が
相
次
い
だ
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

期
を
迎
え
て
有
熱
者
の
受
診

が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
、

P
C
R
検
査
の
院
内
実
施
体

制
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る

も
の
の
検
査
機
器
・
試
薬
の

供
給
が
不
安
定
で
あ
り
、
検

査
場
所
や
待
合
場
所
の
確
保

が
難
し
い
病
院
も
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
非
接
触

診
療
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
普

及
が
見
込
ま
れ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
に
対
す
る
不
安
、
コ

ロ
ナ
用
に
開
け
た
病
棟
を
閉

じ
る
方
法
、
コ
ロ
ナ
患
者
の

退
院
の
判
断
基
準
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

た
。

　

済
生
会
本
部
に
対
す
る
要

望
で
は
、
再
び
物
資
が
ひ
っ

迫
す
る
よ
う
な
状
況
に
備
え

て
、
あ
る
程
度
本
部
事
務
局

に
ス
ト
ッ
ク
を
置
い
て
お
く

こ
と
、
ま
た
情
報
共
有
の
整

備
、
経
済
的
支
援
が
円
滑
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
国
に
対
す

る
働
き
か
け
を
さ
ら
に
積
極

的
に
行
な
う
こ
と
な
ど
を
求

め
た
。

　

炭
谷
茂
理
事
長
は
、「
済

生
会
は
歴
史
的
危
機
に
瀕ひ

ん

し

て
い
る
。
だ
が
81
の
病
院
が

連
携
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
。
地
域
医
療
を

支
え
て
い
る
済
生
会
病
院
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」

「
経
営
面
の
支
援
は
自
民
党
、

日
本
維
新
の
会
に
早
急
な
対

応
を
直
接
、
依
頼
し
た
。
最

前
線
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
職
員
た
ち
に
報
い
た
い
。

こ
の
苦
境
を
打
開
し
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
進
み
た
い
」
な

ど
と
訴
え
、「
こ
れ
か
ら
の

コ
ロ
ナ
時
代
た
め
に
病
院
業

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
各
病
院

職
員
の
処
遇
改
善
を
し
て
、

病
院
の
魅
力
を
高
め
る
べ
く

努
め
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。（
事
業
推
進
課
）

（
川
口
総
合
病
院
へ
）

　
東
京
都
済
生
会

若
林
和
子
殿　

1
0
0
万
円

（
中
央
病
院
へ
）

　
新
潟
県
済
生
会

瀧
澤
正
元
殿　

3
0
0
万
円

（
新
潟
病
院
へ
）

瀧
澤
正
元
殿　

1
0
0
万
円

（
康
和
園
へ
）

　
富
山
県
済
生
会

中
川
清
一
殿　

1
0
0
万
円

（
富
山
病
院
へ
）

　
滋
賀
県
済
生
会

日
本
中
央
競
馬
会
栗
東
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
殿　

汎
用
超
音
波
画
像
診
断
装
置

 

・
院
内
陽
圧
式
人
工
呼
吸
器

（
7
8
1
万
円
相
当
）

（
滋
賀
県
病
院
へ
）

　
大
阪
府
済
生
会

片
瀬
貴
文
殿
・
伴
子
殿

1
0
0
万
円

（
吹
田
病
院
へ
）

　
和
歌
山
県
済
生
会

長
﨑
靖
彦
殿　

1
0
0
万
円

（
有
田
病
院
へ
）

　
岡
山
県
済
生
会

粕
山
公
一
殿　
　
　

50
万
円

（
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
へ
）

山
本
和
秀
殿　

2
0
0
万
円

（
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
へ
）

　
広
島
県
済
生
会

森
本
忠
雄
殿　

1
0
0
万
円

（
呉
病
院
へ
）

医
療
法
人
社
団
森
本
医
院

理
事
長　

森
本
忠
雄
殿

1
0
0
万
円

（
呉
病
院
へ
）

　

情
報
化
推
進
委
員
会
が
10

月
1
日
、
本
部
で
開
催
さ
れ

た
。

　
【
審
議
事
項
】

1
　
I
T
投
資
に
係
る
現
状

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
今

後
の
方
針
（
案
）

　

病
院
経
営
に
お
け
る
I
T

の
投
資
状
況
を
把
握
し
、
効

率
的
な
整
備
方
法
等
を
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

「
I
T
投
資
に
係
る
現
状
調

査
」
を
実
施
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
調
査
結

果
と
併
せ
て
、
今
後
の
I
T

投
資
の
方
針
に
つ
い
て
、
方

策
と
し
て
①
共
同
購
入
の
推

進
②
情
報
共
有
の
推
進
③
人

材
育
成
の
推
進
の
3
点
、
I

T
投
資
に
対
す
る
留
意
点
と

し
て
①
I
T
資
金
計
画
の
注

意
事
項
②
随
意
契
約
の
注
意

事
項
の
2
点
、
合
わ
せ
て
5

点
の
提
言
を
全
病
院
宛
に
通

知
す
る
案
が
提
示
さ
れ
た
。

　

委
員
か
ら
、
調
査
結
果
は

病
院
名
を
明
示
し
て
通
知
す

る
方
が
、
病
院
間
の
情
報
共

有
が
し
や
す
い
と
の
意
見
が

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
調

査
結
果
に
病
院
名
を
明
示
し
、

提
言
と
併
せ
て
全
病
院
宛
に

通
知
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

た
。

2
　
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

「
福
祉
の
森
」
の
次
期
更
新

を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
改

修
（
案
）

　

前
回
の
本
委
員
会
で
、
固

定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、

「
福
祉
の
森
」
の
次
期
更
新

の
検
討
を
行
な
い
、
そ
の
う

え
で
導
入
要
否
を
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

検
討
結
果
は
、
現
行
機
能

で
会
計
監
査
に
対
応
可
能
で

あ
る
点
や
、
各
ユ
ー
ザ
ー
が

操
作
に
習
熟
し
て
い
る
点
、

本
会
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
は
存
在
し
な
い
こ
と

等
か
ら
「
福
祉
の
森
」
を
継

続
利
用
す
る
方
針
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
で
固
定
資
産
管
理

機
能
だ
け
で
は
な
く
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
改
修
要

望
事
項
や
伝
票
確
定
・
承
認

機
能
の
追
加
等
、
必
要
機
能

の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
な
う

案
が
事
務
局
か
ら
提
示
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
【
報
告
事
項
】

1　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ラ
イ

セ
ン
ス
包
括
契
約
の
更
新

2　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
共
同
購
入
の
結

果3　

P
C
共
同
購
入
の
結
果

　
【
そ
の
他
】

コ
ロ
ナ
禍
で
の
I
C
T
（
情

報
通
信
技
術
）
の
活
用

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
I
C
T

の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
本
会
の
活
用
事
例
と
し

て
、
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム

「
Z
o
o
m
」
と
患
者
と
の

非
接
触
型
会
話
ツ
ー
ル
が
紹

介
さ
れ
た
。（

情
報
管
理
課
）

　

施
設
運
営
委
員
会
が
9
月

29
日
、
本
部
で
開
か
れ
た
。

審
議
4
件
、
協
議
1
件
、
報

告
3
件
だ
っ
た
。

　
【
審
議
】
①
資
金
借
入
（
案
）

②
施
設
整
備
計
画
（
案
）
の

変
更
③
障
害
者
支
援
施
設
の

指
定
管
理
受
託
（
埼
玉
県
支

部
）
④
令
和
3
年
度
民
間
助

成
団
体
の
補
助
事
業
計
画

（
案
）

　
【
協
議
】
県
央
基
幹
病
院

運
営
者
公
募
（
新
潟
県
支

部
）

　
【
報
告
】
①
経
営
状
況
報
告

（
病
院
）
②
経
営
状
況
報
告

（
老
健
・
特
養
）
③
無
料
低

額
診
療
実
施
状
況
報
告

（
経
営
管
理
課
）

「
働
く
職
員
に
報
い
た
い
」

各
院
長
、悲
痛
な
訴
え

コ
ロ
ナ

情
報
会

新型コロナ
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11
月
の
予
定

人
事

　

11
～
13
日
＝
ア
ド
バ
ン
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
Ⅳ
（
本

部
）

新
任
看
護
師
長
研
修

51
人
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

唯
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

九
州
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

令
和
2
年
度
の
高
松
宮
記

念
基
金
助
成
事
業
は
、
高
松

宮
記
念
基
金
管
理
運
営
委

員
会
で
の
書
面
審
議
の
結

果
、
9
月
25
日
付
で
1
2
7

件
4
0
3
9
万
4
千
円
が
承

認
さ
れ
た
。

　

本
補
助
は
、
近
年
予
算
額

の
5
千
万
円
を
超
え
る
申
請

が
あ
り
、
同
委
員
会
で
予
算

内
に
合
わ
せ
た
査
定
を
行
な

っ
て
い
た
が
、
本
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
事
業
の
中
止
・
縮
小

の
影
響
も
あ
り
、
申
請
額
は

1
2
7
件
4
2
9
1
万
7
千

円
と
予
算
の
範
囲
内
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

規
約
に
基
づ
き
、
各
施
設

の
内
部
加
入
率
に
よ
る
査
定

を
実
施
し
、
44
件
に
対
し
て

減
額
が
行
な
わ
れ
た
。

　

補
助
の
内
訳
は
、「
社

会
的
要
援
護
者
対
策
事

業
」
の
診
療
費
又
は
利
用

者
負
担
額
減
免
事
業
が
28
件

2
1
6
7
万
8
千
円
、
社
会

的
要
援
護
者
対
策
先
駆
的

事
業
2
件
1
0
5
万
9
千

円
。「
児
童
福
祉
施
設
等
生

活
環
境
改
善
事
業
」
3
件

1
9
1
万
8
千
円
、「
要
介

護
老
人
対
策
事
業
」
1
件

50
万
円
、「
国
際
協
力
事
業
」

の
姉
妹
病
院
と
の
交
流
費
1

件
10
万
円
、「
マ
ン
パ
ワ
ー

育
成
・
確
保
事
業
」
の
奨
学

資
金
及
び
研
修
資
金
91
件

1
5
0
3
万
9
千
円
、
介
護

教
室
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
1
件
10
万
円
。

　

今
年
度
の
申
請
が
例
年
に

よ
り
少
な
か
っ
た
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
入
国
制
限

の
影
響
で
、「
国
際
協
力
事

業
」（
昨
年
度
申
請
は
10
件

4
9
5
万
円
）
が
減
少
し
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
マ
ン
パ
ワ
ー
育

成
・
確
保
事
業
に
つ
い
て
は
、

看
護
職
で
は
認
定
看
護
師

教
育
課
程
各
研
修
が
34
件
で
、

看
護
師
特
定
行
為
研
修
が
7

件
と
な
っ
て
い
る
。
事
務
職

は
診
療
情
報
管
理
士
の
18
件

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
委
員
会
は
、
補
助
金
の

決
定
に
あ
た
り
同
基
金
へ
の

内
部
加
入
率
が
90 

%
未
満
の

場
合
は
同
比
率
に
よ
り
補
助

金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら

全
職
員
に
積
極
的
な
加
入
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

（
高
松
宮
記
念
基
金
対
策
室
）

　

新
任
看
護
師
長
研
修
が
9

月
15
～
17
日
に
本
部
で
行
な

わ
れ
た
。「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
41
施
設
か
ら
51
人
が

参
加
し
た
。

　

1
日
目
は
加
藤
看
護
師
社

労
士
事
務
所
・
加
藤
明
子
氏

が
「
労
働
法
と
看
護
管
理
」

を
講
義
し
た
。
基
本
的
な
労

働
法
と
育
児
・
介
護
関
連
の

法
律
、
労
働
災
害
・
通
勤
災

害
を
解
説
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
概
念
と
種
類
を
説
明
し
、

具
体
的
な
予
防
策
と
職
場
の

確
認
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

　

炭
谷
茂
理
事
長
が
「
看
護

に
関
す
る
済
生
会
原
論
～
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
転
換
期
で

の
済
生
会
の
進
む
方
向
～
」

を
基
調
講
演
。
新
型
コ
ロ
ナ

は
、
済
生
会
の
施
設
経
営
も

圧
迫
し
て
い
る
。
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
へ
の
不
安
か
ら
、
医

療
従
事
者
へ
の
差
別
や
偏

見
が
生
じ
て
い
る
。
今
こ
そ
、

済
生
会
が
一
体
と
な
り
、
徹

底
し
た
対
策
を
実
施
し
、
攻

め
の
姿
勢
で
こ
の
危
機
を
乗

り
切
る
こ
と
。「
社
会
の
最

終
ラ
イ
ン
を
守
る
」
済
生
会

を
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
処

す
る
こ
と
で
内
外
に
活
動
を

発
信
し
、
済
生
会
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
、
と
の
内
容
だ
っ
た
。

　

2
日
目
は
、
東
京
都
看
護

協
会
教
育
部
部
長
補
佐
・
栗

原
良
子
氏
に
よ
る
「
人
材
育

成
」
の
講
義
が
行
な
わ
れ
、

行
動
し
な
い
と
、
組
織
づ
く

り
、
人
づ
く
り
は
で
き
な
い
。

組
織
は
変
え
ら
れ
な
い
、
と

熱
い
思
い
を
訴
え
た
。

　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
看

護
部
長
・
鈴
木
典
子
氏
は

「
看
護
部
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
～
い
き
い
き
と
看
護
管
理

を
し
よ
う
～
」
を
講
義
。
看

護
管
理
者
の
役
割
は
、
誠
実

に
人
と
向
き
合
い
、
職
員
が

や
り
が
い
を
も
っ
て
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
と
訴
え
た
。

　

3
日
目
は
、
東
京
外
国
語

大
学
・
市
瀬
博
基
氏
の
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
助

け
合
う
組
織
を
つ
く
る
―
」

の
講
義
が
行
な
わ
れ
た
。

　

職
場
の
学
び
と
成
長
は
、

対
話
と
協
働
か
ら
生
ま
れ
、

そ
こ
か
ら
仕
事
の
「
意
味
」

を
見
出
す
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
語

っ
た
。　
　
　
　
（
看
護
室
）

　
茨
城
県
済
生
会

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
名
誉

院
長

授
与　

村
田　

実　

10
・
1

神
栖
済
生
会
病
院
名
誉
院
長

授
与　

高
﨑
秀
明　

10
・
1

　
広
島
県
済
生
会

副
会
長

委
嘱　

木
下
栄
作　

9
・
8

解
嘱　

田
中　

剛　

8
・
31

　
宮
崎
県
済
生
会

会
長

委
嘱　

永
山
寛
理　

10
・
1

解
嘱　

鎌
原
宜
文　

7
・
11

　

9
月
25
日
、
熊
本
市
内
で

開
催
予
定
だ
っ
た
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
い
、
担
当
の
み
す
み
病

院
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）
に
変
更
し
て
開
催
。

本
部
・
支
部
・
病
院
・
施
設

か
ら
68
人
が
出
席
し
た
。
今

年
度
は
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

は
開
催
見
送
り
と
な
っ
て
い

る
。

　

会
議
は
、
総
会
は
開
催
せ

ず
、
事
務
（
部
）
長
、
看
護

部
長
、
院
長
、
支
部
長
、
福

祉
施
設
長
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
順
で
行
な
わ
れ

た
。
各
部
会
は
、
例
年
よ
り

30
分
短
い
1
時
間
と
限
ら
れ

た
時
間
だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
連
し
た
取
り
組
み

と
対
策
、
経
営
に
関
す
る
問

題
な
ど
で
熱
い
議
論
や
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

　

初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
の
た
め
、
当
日
に
備
え
て

数
回
の
接
続
テ
ス
ト
も
実
施
。

通
信
状
況
が
不
安
定
に
な
り

音
声
が
途
切
れ
る
と
い
っ
た

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
見
舞
わ

れ
た
が
、
概
ね
予
定
ど
お
り

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

来
年
は
北
九
州
市
で
予
定
。

（
み
す
み
病
院
　

　
済
生
記
者
　
舩
橋
麻
紀
）

「
国
際
協
力
」
が
コ
ロ
ナ
で
大
幅
減

1
2
7
件
4
0
3
9
万
円

高松宮助成

補助対象事業名 金額
（単位：千円）件数

社会的要援護者対策事業
①診療費又は利用者負担額減免事業 21,67828

②社会的要援護者対策先駆的事業
計

1,500

23,178

2

30

金額
（単位：千円）件数

申請金額 補助金（決定額）

21,67828

医師国外研修事業 申　請　な　し

申　請　な　し

申　請　な　し

1,059

22,737

2

30

令和2年度　高松宮記念基金助成事業補助金

1

国際協力事業
①外国人受入れ研修費
②姉妹病院との交流費
計

100

100

1

1

100

100

1

1

5

マンパワー育成・確保事業
①奨学資金及び研修資金 17,12191

②施設の指導者等の育成費

計 17,22192

15,03991

15,139

③介護教室又はボランティア養成講座

※　本基金への内部加入率が90％未満の場合、同比率により減額される

1001 1001

92

合　計 42,917127 40,394127

6

2

児童福祉施設等生活環境改善事業 1,9183 1,91833

要介護老人対策事業 5001 50014

［予算額：5,000万円］

※

〈鳥取〉老健はまかぜの子ども食堂

補助の対象となった〈山形〉はやぶさ保育園の遊具


